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株式会社 ニッピ



決算概況
○平成１８年３月期の総括

・コラーゲン・ケーシング、化粧品、食用ゼラチン、リンカー堅調
・医薬・健康食品用ペプタイド好調に推移
・皮革関連製品（特に靴・カバン用）、写真用ゼラチン低迷
・原油などエネルギーコスト/原材料価格高騰等による製造コスト増

（トピックス）
・2005年8月、中国上海に現地日系自動車メーカーへのハンドル用革販売を目的として、現地法人を
設立。10月より営業開始。拡大傾向にある自動車メーカーの海外シフトへの呼応体制整備。

△43.3％809百万円・経常利益△53.6％365百万円・経常利益

＋21.0％931百万円・当期純利益△33.6％402百万円・当期純利益

△35.3％1,171百万円・営業利益△43.6％655百万円・営業利益

＋ 6.8％46,061百万円・売上高＋ 4.4％25,615百万円・売上高

前期比（連結）前期比（単体）



○セグメント別分析 皮革事業

・国内市場低迷の影響多大
・製品の集約化推進
・海外委託加工推進
・効率的生産体制構築による利益率向上に注力

１百万円

８，９２９百万円

平成１８年３月期（当期）

△99.2％２０５百万円営業利益

△10.4％９，９６５百万円売上高

前期比平成１７年３月期（前期）



○セグメント別分析 非皮革事業

○ゼラチン部門・・・堅調
・デジタルカメラの普及による写真用ゼラチン需要減退
・食品用ゼラチン堅調
・販路拡大に注力

○ペプタイド部門・・・好調に推移
・フィッシュコラーゲン、健康・機能食品用原料等好調に推移
・魚など異素材開発に注力、顧客ニーズへの迅速な対応が市場で高評価

○コラーゲン・ケーシング部門・・・堅調
・ハム・ソーセージメーカーの海外シフトにより国内市場は厳しいが、輸出好調

○コラーゲン化粧品部門・・・堅調
・顧客獲得競争の激化
・コラーゲンサプリメントの販売強化

９０８百万円

１８，０２２百万円

平成１８年３月期（当期）

△33.4％１，３６３百万円営業利益

＋14.9％１５，６８６百万円売上高

前期比平成１７年３月期（前期）



○セグメント別分析 その他の事業

○貿易関連事業・・・堅調に推移

○リンカー部門・・・順調
・原油高の影響によるコスト増を値上げ等により吸収

○不動産開発・・・暫定利用推進中
・保有不動産の有効活用（フットサルコート、店舗、駐車場、事務所賃貸事業）

１，２３１百万円

１９，１０９百万円

平成１８年３月期（当期）

△2.0％１，２４８百万円営業利益

＋9.4％１７，１４１百万円売上高

前期比平成１７年３月期（前期）



損益計算書（連結）

6.2％

９３１百万円

1.4％

1.8％

８０９百万円

１，１７１百万円

４６，０６１百万円

平成１８年３月期（当期）

＋ 0.7P5.5％株主資本当期純利益率

＋21.0％７６９百万円○当期純利益

△ 1.1P2.5％総資本経常利益率

△ 1.5P3.3％売上高経常利益率

△43.3％１，４２７百万円○経常利益

△35.3％１，８１０百万円○営業利益

＋ 6.8％４３，１１９百万円○売上高

前期比平成１７年３月期（前期）



セグメント別連結売上構成比

平成17年3月期 平成18年3月期

皮革事業23％
その他41％

非皮革事業
36％

皮革事業20％
その他41％

非皮革事業
39％



主要経営指標等推移（連結）

１０３．７８８５．０７４９．７２１株当り当期純利益（円）

１，８７１．０９１，６８４．６２１，６４５．９９１株当り純資産額（円）

６．２０５．５１３．５０自己資本利益率 （％）

５６，１７８５６，７１０５６，６３３総資産額 （百万円）

１５，７９７１４，２３５１３，７０７純資産額 （百万円）

９３１７６９４５１当期純利益 （百万円）

８０９１，４２７１，４０７経常利益 （百万円）

１，１７１１，８１０２，０８５営業利益 （百万円）

４６，０６１４３，１１９４４，１８１売上高 （百万円）

平成１８年３月期平成１７年３月期平成１６年３月期



利益推移（連結）
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営業利益 2,085 1,810 1,171

経常利益 1,407 1,427 809

当期純利益 451 769 931

当期純利益 49.72 85.07 103.78

H16年3月期 H17年3月期 H18年3月期



貸借対照表（連結）

５６，１７８百万円５６，７１０百万円総資産額

２８．１％２５．１％自己資本比率

１５，７９７百万円１４，２３５百万円純資産額

２０，８００百万円２１，９０３百万円固定負債

１９，２４３百万円２０，２５６百万円流動負債

３９，５８９百万円４１，１２３百万円固定資産

１６，５４６百万円１５，５８６百万円流動資産

平成１８年３月期（当期）平成１７年３月期（前期）



連結貸借対照表補足説明

「流動資産」は9億5千9百万円増加。

「流動資産」のうち、「当座資産」は85億2千9百万円で、前期
比7億7千5百万円増加。

「棚卸資産」は71億6千4百万円で、2億5千万円の増加。

「固定資産」は15億3千4百万円減少。

「固定資産」は、「建設仮勘定」の減少が、主な減少内訳。

「流動負債」、「固定負債」の合計は400億4千4百万円で、前
期比21億1千5百万円減少。

「社債」および「長期借入金」は15億9千9百万円減少し、

設備関係の負債も4億4千万円減少 。



損益計算書（単体）

△1．5P2.7％4.2％株主資本当期純利益率

△33.6％４０２百万円６０６百万円○当期純利益

△0．8P0.7％1.5％総資本経常利益率

△1．8P1.4％3.2％売上高経常利益率

△53.6％３６５百万円７８７百万円○経常利益

△43.6％６５５百万円１，１６１百万円○営業利益

＋ 4.4％２５，６１５百万円２４，５４６百万円○売 上 高

前期比平成１８年３月期（当期）平成１７年３月期（前期）



部門別売上構成比

平成17年3月期 平成18年3月期

皮革29％
化粧品15％

コラーゲン
ケーシング

27％

ゼラチン

ペプタイド20％

その他
9％ 皮革23％

ゼラチン

ペプタイド25％

コラーゲン
ケーシング

27％

化粧品15％

その他
10％



主要経営指標等推移（単体）

３０．５４４７．７９３２．５５１株当り当期純利益（円）

１，２９４．９５１，２３０.６９１，２０３．７０１株当り純資産額（円）

２．６６４．１８３．０４自己資本利益率 （％）

５２，９８９５３，８９４５４，０２８総資産額 （百万円）

１５，５０３１４，７４０１４，２７３純資産額 （百万円）

４０２６０６４１２当期純利益 （百万円）

３６５７８７８３４経常利益 （百万円）

６５５１，１６１１，３９５営業利益 （百万円）

２５，６１５２４，５４６２５，４５３売上高 （百万円）

平成１８年３月期平成１７年３月期平成１６年３月期



利益推移 （単体）
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貸借対照表（単体）

５２，９８９百万円５３，８９４百万円総資産額

２９．３％２７．３％自己資本比率

１５，５０３百万円１４，７４０百万円純資産額

２０，１４４百万円２１，１４２百万円固定負債

１７，３４１百万円１８，０１０百万円流動負債

４０，３１３百万円４２，５８７百万円固定資産

１２，６３３百万円１１，３０７百万円流動資産

平成１８年３月期（当期）平成１７年３月期（前期）



単体貸借対照表補足説明

「流動資産」13億2千6百万円増加。
「流動資産」のうち、「現金預金」などの「当座資産」は、7億8百万円増加。

「短期貸付金」や「前払費用」は減少。

「固定資産」22億7千4百万円減少。

「固定資産」のうち、「有形固定資産」は、静岡県芝川町のコラーゲン・ケーシング
芝川工場の増設ラインが、 平成１７年10月に竣工したことに伴う建設仮勘定の
減少などで、6億3千4百万円減少。

「投資有価証券」は、期末の株価上昇により、7億2千1百万円増加。

当期より、社債発行に伴う費用を最長３年間繰り延べる方法を採用。
今期も、積極的に財務体質の改善に努め、借入債務は、「長短借入金」、「社債」
あわせて12億8千9百万円減少。

また、芝川工場増設ラインの竣工により、設備投資にかかわる「支払手形」、
および「未払金」も減少。



業績予想（連結）
（平成１８年５月２４日現在予想）

８００百万円４００百万円○当期純利益

95円08銭
○一株あたり

予想当期純利益

９００百万円４００百万円○経常利益

３６，８００百万円

平成１９年３月期（通期）

１８，０００百万円○売上高

平成１８年９月期（中間）



業績予想（単体）
（平成１８年５月２４日現在予想）

６００百万円２６０百万円○経常利益

６００百万円

２６，０００百万円

平成１９年３月期（通期）

50円23銭
○一株あたり

予想当期純利益

３５０百万円○当期純利益

１３，０００百万円○売上高

平成１８年９月期（中間）



確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして

お客様の満足いく商品開発に努め、お客様の満足いく商品開発に努め、

業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。

株式会社株式会社 ニッピニッピ


